
燃やすことのできるごみの出し方
●ごみ袋は回収日当日の８時30分までに出しましょ
う
８時30分から収集を始めます。

●指定袋に入れましょう
市の指定袋に入れられたごみを収集します。

●ごみ袋はネットのなかに置きましょう
５世帯以上でまとめることができ、カラスにご
み袋を荒らされる恐れのある所にはカラス除けネ
ットを無償貸与します。

問合せ　環境課ごみ減量係
●生ごみはごみ袋の中央、袋の外から見えない位置
に入れましょう
生ごみは袋の中央部、外から見えない位置に入
れましょう。カラスにごみを荒らされにくくなり
ます。
●一度に多量のごみ袋を出さないでください
ごみ袋を多量に出すと回収できません。ごみが
多量にある場合は分けて出していただくか、直接
クリーンセンター衣浦へ持ち込んでください。
●ガムテープは使用しないでください
回収時、手に巻きつき危険です。ガムテープで
口を止めてある袋は回収しません。
●生ごみは水を切って、せん定枝や草は乾かしてか
ら出してください
水分を多く含んでいると、収集効率が低下し、
焼却時にも多くの燃料を消費します。水切りにご
協力ください。
●資源となるごみは入れないでください
硬質プラスチックやペットボトル、缶、びん、
ダンボールなどの資源となるごみが入っているご
み袋は回収しません。

ごみ出しのマナーを守りましょう

私たち第６分団は西端地区のかっこいいヒーロー
を目指し、日々消防団活動を行っています。
皆さんには日ごろより消防団活動に対するご理解
と多大なるご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。
団員は16人で、皆仕事や学業と両立しながら活動
にあたっており、日ごろから団員は以下の３点を念
頭に置いています。
①市民の生命と財産を火災から守る
②風水害や地震などの自然災害を防除する
③災害を軽減する
これらを踏まえ、訓練では実際の火災現場を想定
した放水訓練や水門および資機材の定期点検、その
ほかにも地区のお祭りや盆踊りの警備など、多岐に
渡り活動しています。

団員へのアンケート調査を行った際、「入団して
良かったことは」という問いに、80％以上の経験者
が「友だちができたこと」と答えています。私も20
年前に団員を経験し、素晴らしい生涯の友ができま
した。第６分団では共に活動してくれる団員を募集
しています。消防団活動は決して楽しいことばかり
ではなく、辛いこともあります。しかし、一歩踏み
出したその先にはきっとあなたにとって素敵な出会
いと体験が待っているはずです。
今後とも皆さんの厚いご支援とご協力をお願い致
します。

第６分団　分団長

新美淳也さん

６分団を紹介します

問合せ
防災課地域防災係　　
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手術でリンパ節を取り除いたり、放射線治療を受
けたあとは、リンパの流れが停滞し、むくむことが
あります。これをリンパ浮腫と呼び、手術後すぐに
症状がでる人から、10年以上たってから発症する人
もいます。リンパ浮腫は痛みや皮膚の変色を起こさ
ないことが多く、合併症で蜂窩織炎という感染症に
かかることがあります。細菌感染により皮膚の深い
ところで化のう性の炎症がおこり、皮膚が赤くはれ、
ひどいときには敗血症に発展することもあるため、
注意が必要です。
リンパ浮腫ケア外来では、皮膚を触ってリンパ液

を流れやすくしたり、包帯を巻いてむくみ改善のお
手伝いをしています。「自分だけだと思っていまし
た」と言う患者さんによく会いますが、リンパ浮腫
の人はたくさんいます。自分だけだと思わず、まず
は主治医に相談してみてください。

リンパ浮腫ケア外来
とき　第２・４金曜日　９時～15時
ところ　市民病院
担当　岡田照代（リンパドレナージセラピスト）
費用　3,500円
※健康保険は使えません。包帯代などが別途必要で
す。
申込み　事前に市民病院
※市民病院へ通院中でない人は、事前に市民病院の
医師の診察が必要です。

ハナちゃん通信市 民 病 院
問合せ
市民病院管理課

☎（48）5050

徳本は、永正10年（1513年）に大浜に生まれ、寛
永７年（1630年）に今の長野県岡谷市にて118歳で亡
くなりました。
医術を富める者にも貧しい者にも公平に施した徳
本の名声は、江戸時代の後半になるとますます高ま
り、麻疹予防にも一役買いました。
幕末に大浜の磯貝天錫が永田徳本の徳をたたえ、
感謝の意をこめて、「徳本翁碑」を建立しました。
天錫は、江戸で儒官の塩谷宕陰に文を頼み、谷中の
石匠である広瀬群鶴に文字を刻ませました。江戸か
ら廻船で運ばれたであろうこの石碑が、碧南市ゆか
りの「トクホンさん」を今に伝えています。
この永田徳本と、№19で紹介した近藤坦平を中心

に、碧南市ゆかりの医人にまつわる資料を展示する
企画展「碧南の医人展」を、１月21日㈯から藤井達
吉現代美術館で開催します。是非お越しください。

右の写真は音羽町の徳
本稲荷（宝珠寺境内）の
右脇にある「徳本翁碑」
です。この碑で顕彰され
ている碧南市ゆかりの医
聖・永田（長田）徳本を
ご紹介します。
徳本は、「トクホン」

でおなじみの貼付剤の名
前の由来になった人で、
戦国時代から江戸時代前
期に活躍しました。諸国
を牛の背に乗って周遊し
一服18文と定めて、世の
医師に模範を示しました。将軍秀忠にも庶民と同じ
ように診察したという逸話が残っています。

問合せ　文化財課内市史資料調査室　☎（41）4566

碧南の歴史へのいざない

リンパ浮腫ケア外来を
再開しました

No.33　富める者にも貧しい者にも公平に　医聖・永田徳本

△徳本翁碑

△圧迫療法

◁リンパの
流れ
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